
　

奈
良
県
唯
一
の
Ｂ
Ｔ
Ｓ
が
あ
る
御
所

市
は
、
奈
良
市
か
ら
南
に
約
30
キ
ロ
、

古
墳
時
代
以
前
か
ら
日
本
に
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
た
鴨
氏
が
住
み
着
き
、
飛

鳥
時
代
に
は
大
和
政
権
と
比
肩
す
る
勢

力
を
誇
っ
た
大
豪
族
の
葛
城
氏
の
拠
点

で
も
あ
っ
た
。
古
代
史
好
き
な
ら
興
味

が
尽
き
な
い
場
所
だ
。
鴨
氏
ゆ
か
り
と

言
え
ば
、
京
都
の
上
賀
茂
神
社
や
下
鴨

神
社
が
有
名
だ
が
、
御
所
市
に
あ
る「
高

鴨
神
社
」
は
全
国
に
あ
る
鴨
（
加
茂
）
神

社
の
総
本
社
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
か
ら
は
車
で
10

分
程
度
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｂ
Ｔ
Ｓ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
近
鉄
御
所

線
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
の
御
所
駅
か
ら
車

で
約
７
分
。
今
回
は
大
阪
か
ら
も
京
都

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
良
い
近
鉄
の
大
和

八
木
駅
周
辺
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て

向
か
っ
た
。

　

大
和
八
木
駅
か
ら
は
途
中
、
自
動
車

専
用
道
の
京
奈
和
自
動
車
道
に
入
る
が
、

こ
の
あ
た
り
は
無
料
区
間
と
な
っ
て
い

る
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
最
寄
り
は
御
所
南
Ｉ
Ｃ
。

こ
の
Ｉ
Ｃ
に
は
Ｐ
Ａ
が
併
設
さ
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
御
所
市
周
辺
の
特
産
品
を

販
売
す
る「
御
所
の
郷
」が
あ
る
。
中
に

は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
あ
る
の
で
こ
こ
で

食
事
を
済
ま
せ
る
の
も
良
い
。

　

御
所
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
５
分
で
Ｂ
Ｔ
Ｓ

大
和
ご
せ
に
到
着
。
広
々
と
し
た
駐

車
場
か
ら
は
施
設
越
し
に
葛
城
山
を
見

渡
せ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
館
内
は
一
般

古
代
か
ら
栄
え
た
地
の
Ｂ
Ｔ
Ｓ

飛鳥大仏

奈
良
県
中
部
の
西
側
、
奈
良
盆
地
の
西
南
端
に
位
置
す
る
御
所
（
ご
せ
）
市
。

初
代
天
皇
・
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
と
伝
わ
る
橿
原
や
、
飛
鳥
時
代
の
中
心

地
だ
っ
た
飛
鳥（
現
在
の
明
日
香
村
）に
近
く
、
日
本
最
古
級
の
史
跡
が
そ
こ
か

し
こ
に
存
在
す
る
。
そ
ん
な
歴
史
あ
る
土
地
に
奈
良
県
唯
一
の
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョッ

プ
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
大
和
ご
せ
は
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
昨
年
で
丸
10
年
を
迎
え
た
。

（奈良県）
編

全国

大
和
ご
せ

第24回

葛城山を望むロケーション

橿原神宮外拝殿
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席
に
座
席
は
75
席
。
横
に
長
い
構
造
だ

が
モ
ニ
タ
ー
は
随
所
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
で
観
戦
は
し
や
す
い
。
有
料
席
は

１
５
０
０
円
（
17
時
以
降
は
８
０
０
円
）

で
38
席
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
に

は
専
用
の
情
報
端
末
が
全
席
に
あ
る
の

で
利
用
時
は
活
用
し
た
い
。

　

特
徴
的
な
の
は
休
憩
場
所
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
。
オ

ー
プ
ン
エ
ア
の
空
間
か
ら
は
葛
城
山
も

見
え
、
気
分
転
換
に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　

館
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
施
設
は
な

い
も
の
の
、
駐
車
場
敷
地
横
に
は
コ
ン

ビ
ニ
の
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
。

　

御
所
市
周
辺
は
観
光
す
る
に
は
１
日

で
は
足
り
な
い
ほ
ど
魅
力
的
な
史
跡
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
御
所
市
内
の
神
社
仏

閣
と
し
て
は
前
述
し
た「
高
鴨
神
社
」の

他
に
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
出
て
く

る
一
言
主
を
祀
っ
た
「
葛
城
一
言
主
神

地
域
振
興
施
設
・
御
所
の
郷

地
産
地
消
の「
か
も
丼
」

社
」（
車
で
約
５
分
）、
高
天
原
の
伝
承

地
「
高
天
彦
神
社
」（
駐
車
場
ま
で
は
車

で
約
10
分
）
な
ど
が
あ
る
。
訪
ね
た
日

が
雨
天
だ
っ
た
た
め
に
断
念
し
た
が
、

こ
の
あ
た
り
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

多
い
の
で
じ
っ
く
り
と
歩
い
て
み
る
の

も
楽
し
そ
う
だ
。

　

御
所
市
以
外
の
有
名
史
跡
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
く
。
明
治
天
皇
が
初
代
天

皇
と
し
て
伝
わ
る
神
武
天
皇
を
祀
る
た

め
に
創
建
し
た「
橿
原
神
宮
」が
隣
の
橿

原
市
に
あ
る
。
天
皇
家
ゆ
か
り
の
た
め

あ
え
て
朱
色
に
塗
ら
れ
て
い
な
い
シ
ッ

ク
な
た
た
ず
ま
い
の
大
鳥
居
や
、
威
風

漂
う
外
拝
殿
に
は
目
を
奪
わ
れ
る
。

　

日
本
最
古
の
仏
教
寺
院「
飛
鳥
寺
」ま

で
は
車
で
20
数
分
。
本
尊
の
釈
迦
如
来

像
、
通
称
飛
鳥
大
仏
は
日
本
で
一
番
古

い
仏
像
。
拝
観
料
５
０
０
円
を
払
う
と
、

気
さ
く
な
住
職
が
由
来
な
ど
を
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
。
大
仏
の
他
に
も
阿
弥
陀

如
来
像
と
聖
徳
太
子
像
が
祀
ら
れ
て
い

て
、
写
真
撮
影
も
可
能
だ
。

ボートレースチケットショップ大和ごせ

奈良県御所市大字室185-1

窓口数 ９窓／駐車場 275台

コンパクトな館内は明るく清潔感
にあふれる。 有料席では専用
端末で各種情報をチェックでき
る。ガーデンテラスは癒やしの
空間。敷地隣にコンビニあり。

ＢＴＳ大和ごせ
　

日
本
最
古
の
寺
と
来
た
ら
お
次
は
日

本
最
古
の
神
社
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
知
ら
れ
る

の
が
桜
井
市
の
「
大
神
神
社
」。
こ
う
書

い
て
「
お
お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ
」
と
読
む
。

神
の
宿
る
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た

三
輪
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
拝
殿
か
ら

三
輪
山
を
拝
む
。
二
ノ
鳥
居
か
ら
拝
殿

へ
と
続
く
参
道
は
木
々
に
囲
ま
れ
厳
か

な
雰
囲
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
地
は
日
本
三
大
そ
う
め
ん
の
ひ

と
つ
三
輪
素
麺
で
も
有
名
。
表
参
道
に

は
食
べ
ら
れ
る
店
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
ご
当
地
グ
ル
メ
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
こ
う
。
三
輪
素
麺
を
食
べ
ら

れ
る
店
は
御
所
市
内
で
は
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
食
べ
る
な
ら
大
神
神

社
の
あ
る
桜
井
市
ま
で
行
っ
た
方
が
良

さ
そ
う
だ
。
今
回
ラ
ン
チ
で
食
べ
た
の

は
地
域
振
興
施
設「
御
所
の
郷
」内
フ
ー

ド
コ
ー
ト
の
「
か
も
丼
」。
鴨
氏
ゆ
か
り

ゆ
え
に
鴨
肉
の
丼
な
の
だ
ろ
う
が
、
御

所
市
内
産
の
倭
鴨
を
使
用
し
て
い
る
と

○移動時間の目安

BTS大和ごせ

橿原神宮

飛鳥寺

奈良県橿原市久米町934

奈良県高市郡明日香村飛鳥682

御所南ＩＣ（御所の郷）
奈良県御所市室533

大神神社
奈良県桜井市三輪1422

約9km/
車で約25分

約4km/
車で約15分

約20km / 
車で約40分

約2km /
車で約5分

周
辺
で
日
本
最
古
を
巡
る
旅

の
こ
と
。
鴨
肉
は
と
て
も
柔
ら
か
く
美

味
し
か
っ
た
。
他
に
は
吉
野
葛
を
使
用

し
た
天
極
堂
の「
く
ず
餅
」を
お
土
産
と

し
て
勧
め
ら
れ
た
。
実
際
に
食
べ
て
み

た
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
し
、
お
土

産
で
渡
し
た
先
に
も
好
評
だ
っ
た
。

大神神社の二ノ鳥居

105 S u p e r  B o a t  M a g a z i n e  M a c o u r


